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エネルギー変換に関する技術での学習ノート活用

1 電気エネルギーの変換と利用の導入時の活用

○活用ページ P3 １ 電気エネルギーを作り出す方法を調べよう

それぞれの発電方法を図，教科書を用いて説明。その中で下のグラフ①を提示

し，説明することで日本の発電方法の推移，現状を理解させ，今後について話し

合う。

1（出所）経済産業省エネルギー庁「エネルギー白書 2015」

このグラフを分析させていく中で，まず再生可能エネル

ギーである水力発電がなぜほとんど総発電量が変わってい

ないかに注目させ，意見を聞いた。

次に原子力発電と火力発電の移り変わりに注視させ，原

子力発電は 40 年以上も前からあることにも触れた。その
中でも特に 2013 年と 2010 年の「利用の割合」のデータ
を比較させる中（右写真 2）で，東日本大震災の前後での
利用の割合の変化を明確にした。

また，これらの話から新エネルギーを含めた未来の方向

はどうしたら良いかを話し合わせた。単元の導入であった

ので，難しい面もあったので今後は単元のまとめでも扱い，

学習を深める中でどのように変化していったのかを探りた

2 学習ノート記入例



2

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
に
関
す
る
技
術
で
の
学
習
ノ
ー
ト
活
用

|
20

17
/0

1/
28

い。

2 エネルギー変換のまとめでの活用

○活用ページ P18 9 エネルギーの有効利用について考えよう

本校では LED ライトの製作をし，その中で手回し発電機とソーラーパネル
からの発電量を測定したり，その発電量で実際の電気機器を動かしたらどれ

くらいの発電機が必要かを計算で出したりして，実体験から変換効率やその

コストまで気づくことができた。 (下図参照 )
1 学習カード

単元のまとめのところで学習ノート P18 を扱い，これまでの「エネルギー変
換に関する技術」が社会や環境に与えてきた影響をあげてみた。

良い面では
・地球環境に良い発電（ソーラーパネルなど）ができるようになった。

・いろいろな発電方法が工夫されて，生活が便利になった。

課題となっている面では
・石油など資源がなくなっていく。・二酸化炭素排出による地球温暖化現象

・よりエコな発電方法はないか。

今後，技術が進展する上で大事に考えなければならないと思うことでは
・環境を大切にした発電の技術開発 ・より効率的で安く発電できる発電方法はないか。

といったように「発電」という観点からのまとめが多く，現代社会の風潮も

加味されているとは推測されるがまとめの段階で今までの学習が活きてきて

いることが解った。


